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小学校第６学年用放射線学習指導計画 

 

 福島原発事故の影響は，最近はあまり報道されなくなりました。しかし，事故影響がなくなったわけではありませ

ん。東北や関東の土壌汚染の事実，避難解除・補償に関する様々な課題，再稼働に関する動き，このところ報道さ

れる各地の小中学校における避難者の子どもへのいじめ，などがあげられます。特に，いじめについては，みん

な被害者なのになぜ？という気持ちでいっぱいです。これらの問題は学校教育の内容と無関係ではあり得ませ

ん。人権教育（徳育）と妥当な放射線教育（知育）は，様々な教科・領域で取り組まれる必要があると考えます。 

  

1 単元名 放射線から身を守ろう 「総合的な学習の時間」全4時間 

 

2 教材観 

 市民団体と行政の放射線資料の比較・検討を行った。その結果をもとに，公教育として，原発推進・

反対に偏らない（教材の）中立性を保つために複数の資料を使用した。指導計画は，福島原発事故によ

る放射能汚染が確認しやすい関東地域（千葉・東京エリアなど），確認しがたい関西地域（神戸・大阪エ

リアなど）で実施することを想定して作られた。 

 

3  指導観 

 千葉県柏市「柏の葉公園」，東京都葛飾区「水元公園」では，未だに2000Bq/kg（ベクレル毎キログラ

ム）程度の人口放射性セシウムを含む土壌が存在する。しかし，兵庫県や大阪府内の土壌には，福島原

発事故由来の人口放射性セシウムが含まれることはほとんどない。その事実を踏まえた上で放射線の学

習を行う。放射線の測定は，関西では理科実験室などにあるウラン鉱石，関東では校庭や公園などの土

壌を用いる。 

 

4 使用資料 

 ・ほうしゃのう きほんのき 子どもを放射能から守る全国ネット（資料A）p.2,5 

 ・放射能ってなんだろう  八王子ハカルワカル広場（資料B）p.16,17 

 ・文部科学省放射線教育資料（資料C）p.9,13 

 ・福島県作成放射線教育資料（資料D）p12,13 

 

5 単元計画 

 1校時 「3.11」そのとき何が起きたのだろう，事故の概要と放射能汚染から。＝事実を踏まえる 

   資料D p12,13などを用いる。 

 2校時 放射線って何だろう。＝知る 

   資料A p.2,5を用いる。 

   資料C p.9を用いる。 

  3校時 放射線を測ろう。（関東地域 千葉・東京エリアの本時）＝判断する 

   線量計（エアカウンターSなど）を用いて学校内の敷地で測定する。 

   線量計（エアカウンターSなど）を用いて理科室でウラン鉱石などの周辺を測定する。 

  4校時 放射線から身を守る方法を考えよう。（関西地域 兵庫・大阪エリアの本時）＝行動する 

   資料A p.2,5を用いる。 

   資料B p.16,17を用いる。
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6 本時案 

 

桐山信一ゼミ：創価大学教職研究科（理科教育/環境物理） 

TEL：042-691-4097 

 mail：kiriyama@soka.ac.jp 

   HP：http://home.soka.ac.jp/~kiriyama/

http://home.soka.ac.jp/~kiriyama/
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